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　今回は，最近のリーダーシップ

に関するテーマとしてよく議論さ

れる，女性のリーダーシップ，年

上の部下を持つ若手のリーダーシ

ップ，またグローバルな環境にお

けるリーダーシップについて，述

べていく。

女性リーダーのためのリーダーシップ

　最近，女性の活躍推進，ダイバ

ーシティ推進のため，各企業の女

性リーダー，女性マネージャー育

成研修も増えている。

　本来リーダーシップ自体に男

性，女性の違いはない。基本的に

は，「集団に目標達成を促す」た

めのリーダーシップ自体は同じで

ある。しかしながら，女性の持つ

特徴から，比較的活用しやすいリ

ーダーシップ・スタイルもある。

　一例として今回は，シェアド・

リーダーシップを紹介する（図

1）。シェアド・リーダーシップ

とは，リーダーが 1人だけでリー

ダーシップを発揮するのではな

く，リーダーシップの機能をシェ

ア（分担）し，時々に応じて，リ

ーダーシップを発揮するメンバー

を変えていくスタイルである。例

えば，リーダーの得意分野に関し

ては，自身で積極的にリーダーシ

ップを発揮するが，不得意や未経

験の分野に関しては，その分野を

得意とするメンバーに積極的にエ

ンパワーし，中心となってリーダ

ーシップを発揮してもらう。

　また，子育てや介護などのため

に，時間に制約のあるリーダーの

場合，業務時間内には，そのリー

ダーがリーダーシップの役割を担

うが，対応できない時間帯などに

ついては，別のメンバーが中心と

なりリーダーシップを発揮するス

タイルをとることもできる。

　シェアド・リーダーシップを行

う前提として，リーダーシップを

複数名でシェアしても，方向性が

ぶれないように，インクルージョ

ンを行うことも重要となる。例え

ば，組織のミッションやビジョン，

目標などをしっかりと共有してお

くこと，またチームの信頼関係を

高めておくことも不可欠である。

　ある複写機メーカーの女性リー

ダーは，自身が子育てによって時

間の制約があるため，メンバーと

ビジョンの共有やコミュニケーシ

ョンを積極的にとることで，リー

ダーシップを効果的にシェアして

いる。

若手リーダー（年上の部下を持つ

リーダー）のためのリーダーシップ

　最近は，企業による若手の積極

的登用と定年延長などの影響もあ

り，年下のリーダーが年上の部下

を持つケースが増えてきている。

時には，自分の先輩や，以前上司

だった人が自分の部下となるケー

スもある。そのような場合に，ど

のようなリーダーシップを発揮し

ていけばよいのであろうか？

　まず，前提として，上司である

ことを「えらい」とするのではな

く，上司とは組織上の「役割・ポ

ジション」であると認識すべきで

ある。そしてその役割に応じて，

すべきことをし，言うべきことを

言うのである。

　ある年下の上司を持つ人が，

「（年下の上司が）自分に遠慮しす

ぎている。年齢的な敬意は払って

もほしいが，上司として部下に対

して，遠慮せず，言うべきことを

言わないと組織がうまく機能しな

い」と述べていた。

　前述のシェアド・リーダーシッ

プも有効である。ある製薬会社で

部長を務めたA氏は，かつての上

司が自分の部下となった際，その

部下の持つ強みの部分に関して積

極的にリーダーシップをシェアし

ていった結果，その部下の強みや

やる気を引き出すことができた。

グローバルリーダーのための

リーダーシップ

　グローバル・リーダーシップと

は，国境，国籍を越えて，リーダ
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ーシップを発揮することである。

すなわち，海外に行ってリーダー

シップを発揮したり，国内であっ

ても国籍の違う人たちに対して，

リーダーシップを発揮したりする

ことである。

　前回連載第 2回で述べたセル

フ・リーダーシップやチーム・リ

ーダーシップは，グローバル・リ

ーダーシップのベースとなるもの

である。それらに加えて，国や地

域による文化や価値観の違い，ビ

ジネス習慣，宗教の違いなどを含

めて，リードしていくこととなる。

　異文化を理解するために，エド

ワード・ホールのコンテクスト理

論が参考になる（図 2）。コンテ

クストとは，文脈，背景という意

味である。

　ハイコンテクスト文化とは，文

脈や背景が多く共有されていると

いうことであり，いわゆる，言わ

ずとも分かる“あうんの呼吸”が

通じる文化である。日本はハイコ

ンテクスト文化の典型例であり，

中国，韓国，タイなどのアジアの

国々は，ハイコンテクスト文化に

属する。

　それに対して，米国，ドイツな

どの欧米の国々は，ローコンテク

スト文化に属する。話し手があま

り多くを言わず，聞き手がその意

図を推測するハイコンテクスト文

化と，話し手が明確に説明する責

任のあるローコンテクスト文化と

では，コミュニケーションスタイ

ルが大きく異なる。

　日本などのハイコンテクスト文

化に属するリーダーは，欧米など

のローコンテクスト文化に属する

メンバーとビジネスを行う際に

は，5W1H（なぜ，何，いつ，だれ，

どこ，どのように）やYES ／

NOを明確に相手に伝えていかな

ければ，ビジネスにおいて誤解が

生じる。

　グローバル・リーダーシップに

おいては，基本的に下記のように

考えるとよい。

1文化的な共通点や相違点を理解

する

　事前に情報を得る，注意深く観

察し会話する，率直に質問するな

どして，理解を深める。

2互いの文化を尊重する

　文化はどちらが良くて，どちら

が悪いということはない。文化，

背景の違いを尊重していく必要が

ある。

3互いの強みを有効活用する

　例えば，自転車部品メーカーの

シマノは，変革への抵抗が少ない

文化の特性を活用し，海外でのモ

ノづくりや積極的なマーケティン

グ機能をシンガポール拠点に任せ

ている。
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■図2）異文化理解：コンテクスト
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出所：石川淳「シェアド・リーダーシップ」中央経済社をもとに作成

■図1）シェアド・リーダーシップを促進する要因


